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株式会社エヌ・ティ・ティ・ソルコ様

導入の背景

本社移転を機に
コミュニケーション基盤を再構築

　NTTソルコはコンタクトセンター
業務の受託を中心に成長してきた企
業で、全国に数十の拠点を展開して
います。近年ではBPO事業の拡大、
新たな事業分野への進出にも積極
的に取り組んでいます。こうした事業
拡大に取り組む一方で、競争力強化
を目的にコスト削減にも注力してきま
した。
　「低コストで良質なサービスを提供

するためには、間接コストの削減が
欠かせません。中でも施設やITシ
ステムにかかるコストは大きく、抜本
的な対策が必要でした。そこで実施
したのが、3つに分かれていた本社
ビルの統合であり、今回のコミュニ
ケーション基盤の再構築でした」と
語るのは取締役 開発本部長 川路
立美氏。NTTソルコの社内向けIT
基盤は、必要に応じて新たなシステ
ムを導入しながら拡張されてきまし
た。そのため、メールやスケジュール
管理、ファイル共有など、システムが
増えるにつれてシステム運用管理者
と利用者の双方の負担が増えていっ
たのです。
　「個別に導入した複数のシステム
を使い分けるため、多くの運用管理
コストがかかっていました。これらを
統合したコミュニケーション環境に
移行できれば、運用管理コストの削
減と従業員の生産性向上が望めま
す」（川路氏）
　こうした背景からNTTソルコは、
2013年9月には本社ビルを移転し、

あわせてコミュニケーション基盤の
再構築を図ったのです。

選定理由と導入経緯

ハイブリッドクラウドで
コストと機密性を両立

　新たなコミュニケーション基盤を
選ぶにあたってのNTTソルコの要
件は明確でした。可能な限りクラウ
ドサービスを活用し、災害などの影
響を受けずにビジネスを継続できる
システムにすること。ひとつのプラッ
トフォームでメールやスケジュールな
ど、業務に関する基本的なコミュニ
ケーションを完結できること。選定
時には、2010年頃から取り組んでき
たBCP（事業継続計画）確保に向け
た情報収集が役立ちました。
　「災害時にもデータを保全し、ビジ
ネスの継続を可能にするため、堅牢
なデータセンタやクラウドの活用を模
索してきました。その当時から様々
な提案をしてくれていたのが、日本
ユニシスグループのユニアデックスで
した」
　そう当時を振り返るのは、開発本
部の細谷和隆氏です。社内のサーバ
ルームで運用するシステムをより堅
牢にするため、様々なソリューション

事例紹介

BCP、コスト削減などを目指して
コミュニケーション基盤をOffice 365へ移行
使いやすく、管理しやすい統合環境へ
国内に数十拠点を展開する株式会社エヌ・ティ・ティ・ソルコ（以下、NTTソルコ）様は、同社にとって重要なオンラインコ
ミュニケーションの基盤として、2013年7月よりOffice 365�の運用を開始しました。社内のサーバルームで個別のシステ
ムとして運用されていたメール、スケジュールなどをひとつのプラットフォームに統合することで管理性、利用者の生産性を
向上。BCPからワークスタイル変革まで多くの効果を得ています。

＜SUMMARY＞
・BCP、コスト削減、生産性向上のためコミュニケーション基盤を統合
・機密性などの要件に応じてクラウドとデータセンタを組み合わせて活用
・フリーアドレス化、ペーパーレス化によるワークスタイル変革にも大きな効果
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を検討したと言います。そこで選ば
れたのが、マイクロソフト社のOffice 
365でした。
　「そもそも、コミュニケーションを
統合できるクラウドプラットフォーム
は多くありません。その中でも使い
慣れたOfficeのインターフェイスを利
用できることが、決め手のひとつで
した」（細谷氏）
　Office 365を採用するもうひとつ
の決め手となったのは、クラウドと
データセンタを組み合わせて活用で
きるという点です。NTTソルコでは、
メールやスケジュールなど高い利便
性を求めコスト削減に大きく寄与する
システムにはクラウドサービスである
Exchange OnlineやLync�Online
を、顧客情報など高い機密性が求め

られるファイル共有にはデータセンタ
に設置したSharePoint�Serverを
選択しています。いわゆるオンプレミ
スとクラウドのハイブリッド型とする
ことで、コストメリットと機密性のバ
ランスを高い次元で両立させたので
す。Outlook�を通じて一体のプラッ
トフォームとして使えるため、統合コ
ミュニケーション基盤としての使い
勝手も損ないません。

導入時の課題と取り組み

両社メンバーが一丸となり
短期間での移行を実現

　従来のシステムからOffice 365へ
の移行は、時間との戦いになりまし
た。本社移転という大プロジェクトと
同時に進めたことから、かけられる

時間は少なく、しかし期限から遅れ
ることは絶対に許されない状況でし
た。
　「移転先のビルが決まり、新システ
ムにOffice 365の採用が決まってか
ら、実質3ヵ月程度しかありませんで
した。しかも本社移転によりサーバ
ルームの機器も撤去されてしまうた
め、後戻りもできません。ユニアデッ
クス社は『感動を与える保守サービ
ス』をめざしていると伺っていたが、
設計、構築のフェーズもまさに“感動”
そのもので、短期間で見事にサービ
ス開始にこぎつけました」と、開発本
部 イノベーティブ・アライアンス部門 
担当部長 草野正人氏は当時を振り
返ります。
　ここでも、BCPという課題に向け

Office 365導入後の全体構成イメージ
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て長期間にわたり情報交換を続けて
きたことが、プラスの要因として働き
ます。NTTソルコが目指すITの将
来像について、ユニアデックスと深い
意志共有ができていたのです。NTT
ソルコ、ユニアデックス双方のメン
バーからなるチームは一丸となって
同じゴールに向けて協力し合い、短
期間のうちに社内に散在するシステ
ムの統合とクラウド化を成し遂げた
のでした。

導入の効果と今後の展望

ワークスタイル変革や
将来に向けたパートナーシップも

　NTTソルコの採用したOff ice 
365は、Active Directory�とID連
携し、シングルサインオンを実現す
るフェデレーションIDを採用してい
ます。Outlookを立ち上げるだけで、
業務に必要な基本コミュニケーショ
ンツールを利用できるようになり、そ
れらを同じインターフェイスでシー

ムレスに扱えるようになったのです。
取締役 総合企画部長 高美浩一氏
は、コミュニケーション基盤のOffice 
365への統合による効果について以
下のように語ります。
　「コミュニケーション基盤が強化
されたことで、フリーアドレス化など
ワークスタイルの変革にも踏み出せ
ました。ノートパソコンを用いてどこ
からでも情報にアクセスできるように
なったこと、オンデマンドプリンタを
導入したことなどの効果から、ペー
パーレス化も進んでいます」
　社内に複数のシステムが混在して
いた以前に比べ、ID管理も統合され
ています。これによりシステム全体の
セキュリティレベル底上げにもつなが
るなど、Office 365への移行は多く
の点で評価されています。
　「クラウド化による効果と引き換え
に、オンプレミスに比べて我慢しな
ければならない点が出てくるだろうと
身構えていましたが、それも杞憂に

終わりました。想像以上に、柔軟な
運用が可能なシステムです。今後は
Lyncを拡張した社内音声系の統合
も視野に入れ、有効なコミュニケー
ションツールとしての成長に期待して
います」（草野氏）
　今後は自社でOff ice 365の利用
経験を積み、Office 365のテクニカ
ルサポートができるほどのプロフェッ
ショナルになっていきたいと、川路氏
は将来展望を語ります。
　「コンタクトセンター事業で得たノ
ウハウに、自社で実際に利用して得
られる経験が加われば、利用者の立
場に立った効果的なヘルプデスクも
実現できるはずです。そうした新た
なビジネスの可能性を含めて、Office 
365を活用していくうえで貴重なパー
トナーを得られたことも、今回のシス
テム移行の大きな成果でした。お互
いの発展に向けて、今後もより良い
関係を築いていきたいですね」（川路
氏）

本事例に掲載された情報は、取材時点のもの
であり、変更される可能性があります。なお、
事例の掲載内容はお客様にご了解いただいて
おりますが、システムの機密事項に言及するよ
うな内容については、当社では、ご質問をお受
けできませんのでご了承ください。

＜エヌ・ティ・ティ・ソルコ（NTTソルコ）様＞　BCP、コスト削減などを目指してコミュニケーション基盤をOffice 365へ移行　使いやすく、管理しやすい統合環境へ

Office 365導入に必要となったタスク
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